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                平成 24 年度兵庫県立大学 生涯学習講座 

複数学部融合 公開講座（工学部・理学部・高度産業科学技術研究所） 

『くらしの中の科学と技術』 8 月 23 日（木）実施 

『科学の最前線』      8 月 24 日（金）実施 
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第１部 くらしの中の科学と技術 

８月２３日（木）姫路書写キャンパス５号館２階 5204 講義室 

 

 

 

13:00 

  ～ 

14:30 

 

プラスチックで犯罪から

身を守る 

 (防弾・防刃素材の研究) 

 

大学院工学研究科  

松田  聡 准教授 

 近年、銃や刃物を使用した凶悪犯罪が多発しており、これ

らから身を護る手段が求められている。 

現在、主に使用されている防弾ベストはプラスチック繊維

の織物から作られており、金属材料と比べて著しく軽量であ

るが、長時間着用するためにはさらなる軽量化が必要である。 

本講座では、防弾ベストの素材を他のプラスチックと複合化

させることによって、防弾・防刃性能を向上させる技術につ

いて解説する。 

 

 

 

 

14:40 

～ 

16:10 

放射光を用いた材料分析 

 

 

 

 

高度産業科学技術研究所 

春山 雄一 准教授 

 

 

 放射光は広い波長領域にわたって、光輝度性、高指向性、

偏光性を持つ光であり、放射光を利用すると様々な材料の性

質（結晶構造や電子構造）を非破壊で分析することができる。 

 兵庫県立大学には、ニュースバル放射光施設が設置されて

おり、紫外線や軟 X 線領域の放射光を用いた分析技術の開発

と材料分析を行っている。 

 放射光の発生原理からその特徴を解説し、ニュースバルで

行っている放射光を利用した材料分析や産業への応用につい

て紹介する。 
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第２部 科学の最前線 

８月２４日（金）播磨光都キャンパス本館４階 401 講義室 

 

 

 

10:30 

 ～ 

12:00 

水素を燃料に電気をつくる 

(生物酵素を使った基礎 

科学的研究) 

 

 

大学院生命理学研究科 

樋口 芳樹 教授 

  

 水素は化石燃料に替わる次世代のエネルギー源として期待

されている。微生物がもつヒドロゲナーゼとよばれる酵素は、

水素の分解・合成を触媒することから水素エネルギー利用へ

の展開が可能である。しかし、これまで知られていた酵素は

微量の酵素によって簡単に機能を失うという大きな欠点があ

った。近年「酵素耐性」をもつ酵素が見出された。 

本講義では、Ｘ線結晶解析を通して明らかになったその「酵

素耐性のしくみ」について解説する。 

 

 

 

13:00 

 ～ 

14:30 

安全と物質 

(化学物質の光と陰) 

 

 

 

大学院物質理学研究科 

中辻 慎一 教授 

化学物質（有機物質）のなかには、医薬品、農薬、香料、人

工繊維、液晶など、私たちの生活を豊かにしてくれるものも

多いが、一方では環境汚染物質など、人間生活を脅かすもの

も少なくない。 

本講義では、いくつかの化学物質についてのトピックスを紹

介するとともに、主に不対電子をもったラジカル類と関連物

質を取り上げて、それらにまつわる光と陰について紹介する。 

 

 

 


